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〈研究ノート〉 
新製品開発を支援する 3 種類の発想方法 
―「何のため展開法」・「そのためには展開法」・「できる展開法」― 
黒 須 誠 治 * 
 




It is necessary to do a variety of conception work during the development of a new product. Three 
conception methods that seem to be especially effective are described.  They are “Need starting point 
conception”, “Design idea conception”, and “Seed starting point conception”.  The need starting point 
conception is a conception to presume customer need. What is the thing that the customer is 
requesting?  One method of presuming or searching for it is to repeat the question “What purpose?”. 
The design idea conception is conception work of the design proposal of the thing to meet need. The 
one method is to repeat the question “For that”. We can basically conceive a new product by doing 
these two conceptions. However, the possibility that a better thing can be developed comes out when 
the seed starting point of another one conception is introduced into here. The seed starting point 
conception is a conception that tries to conceive a secondary function, and to reflect it in the design 
proposal positively. 
 
















＊ 早稲田大学大学院商学研究科 教授 
─   ─ 114
＜キーワード＞ 自問自答式、設計、何のため？ そのためには？ それができると？ 
Designing, Needs, Seeds 
 








 2 ．ニーズ起点発想・設計案発想・シーズ起点発想とは 


































                                           （その目的（機能）は？） 
通勤に必要な物を持ち運ぶ 
                                                  （その目的（機能）は？） 
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                                          （そのためには？） 
通勤途中で使用する物をすぐに（歩いているときでも）取り出せるようにして持ち運ぶ 
                                              （そのためには？） 
通勤途中に使用できる物を、常に取り    片手を突っ込めばすぐに使用したいものが使用 
















































                                 ↓（それができるとつぎに何ができる？） 
小銭（コイン）を（小銭入れに入れることなくして）すぐに使用できる 







この思考プロセスは、 2 ． 2 で設計した案を元に、その案をより良いものにしようとする発想法であ
ると考えることができる。そこでこれをシーズ起点発想法と筆者は呼んでいる。（ここでいうシーズは





















 3 ．1 ニーズ起点発想と設計案発想は正反対の発想 
ニーズ起点発想の作業である「何のため展開」と設計案発想の作業である「そのためには展開」は、
問いかけの仕方が正反対である。先の例で考えてみよう。 
ニーズ起点発想ではつぎの（ 1 ）のような論理構成になっている。 
 
        通勤用の鞄を作る 
            ↓（何のため？）         （ 1 ） 
        通勤に必要な物を持ち運ぶ 
 
それに対して設計案発想は（ 2 ）のようである。 
 
        通勤に必要な物を持ち運ぶ 
            ↓（そのためには？）       （ 2 ） 
        通勤用の鞄を作る 
 
（ 1 ）と（ 2 ）は、上下の文章の配置が逆になっており、かつ、問いかけの仕方は、（ 1 ）は「何のた
め？」であり、（2）は「そのためには？」である。しかし文章そのものはそれぞれ同一である。この
ことは、つぎの 2 つのことを意味している。一つは、発想論理が正反対であること、もう一つは、表現











 3 ．2 シーズ起点発想は“兼用”を発想させる 
シーズ起点発想は必須の発想ではないことを述べた。しかし、シーズ起点発想を導入すると、さらに
よい設計案に改良していける可能性が生じる。この発想は種々の製品に応用されている。ここではその








        オゾンは脱臭することができる 
              ↓（それができると） 


























─   ─ 121
＜参考文献＞ 
〔 1 〕 森田・黒須・天坂（2008）、『ものづくり新論 ―JIT を超えて― ジャストインタイムの進化』pp.85ｰ94、森
北出版 
〔 2 〕 同上 
〔 3 〕 黒須誠治（2006）、「“できちゃった技術”の用途開発のための「できる展開法」―シーズから用途を見いだし
て新製品を発想する方法」、『国際経営・システム科学研究』（早稲田大学アジア太平洋研究センター）、第37
号、pp. 97ｰ111. 






























─   ─ 122
 
 
 
 
 
 
 
